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マーク概要
対＝対象（特記ない場合、どなたでも） 日＝日時・日程　場＝会場　講＝講師　費＝費用（特記ない場合、無料）
他＝ほかの情報（「保育可」は生後5か月以上で首がすわっている子～未就学児が対象）　申＝申込方法（特記ない場合、発行日時点で申込可） 問＝問合せ先
区HP 00000 ＝区のホームページの検索メニュー ページIDから探す  へ番号入力でページを表示　 ＝要件を満たすとせたがやPayのポイントがもらえます

令和8年（2026年）4月1日

小学校高学年になり、専門的な学習内容になってきました。
子どものレベルに合わせた、より分かりやすい指導をお願
いしたいのですが、授業の質を高める工夫など、あるので
しょうか？

今の時代は早くから国際感覚を養うことが大事だと思うのですが、
区ではどのように取り組んでいきますか？

学校の先生の長時間労働が話題になっていますが、授業の質は保たれて
いるのか気になります。区はどのような取組みをしているのでしょうか？

最近は新人の先生が多い印象です。ベテラン
の先生から、経験の少ない先生へのフォロー
はしっかりされているのでしょうか？

　子どもたちが今後国際社会で活躍できるよう、小・中学校9年間を通じて
「体験活動」と「英語教育」を連動させた実践的な取組みを始めます。

　区立小・中学校の教員が子どもと向き合うための時間を創出するとともに、
授業準備の時間を十分に確保することで教育の質をより一層高めていくため、
働き方改革推進プランに基づき、取組みを進めています。働き方改革が着実に
推進されるよう、教育委員会は学校を定期的に訪問し助言するなど、学校の
伴走支援に取り組んでいます。今後、学校や教員が変わっていく様子を
分かりやすく発信していきます。

　都では、小学校高学年における教科担任制を令和10年度
（2028年度）までに12学級以上の小学校で実施予定のため、
区は先行して、モデル校にて教科担任制を実施しています。担
当する教科が絞られるため集中的な教材研究が可能になるな
ど、授業の質の向上が図られています。
　子どもたちにとっても担任以外の複数
の教員との関わりが生まれ、日頃から相
談しやすくなります。さらに、小・中学
校間のつながりが強化されることにより、
子どもたちが中学校生活にスムーズに適
応できるなどの効果も期待されています。

　小学校全学年の35人学級化や、団塊の世代の
大量退職等により、学校で必要となる教員数が増加
しています。その結果、区立小学校の教員の約3分の1
が採用6年未満の若手の教員となっています。
　教育委員会では、学校を巡回して若手教員の指導・助言
を行う学級経営支援教員を配置
し、新たな視点や考え方を持っ
た若手教員が十分に力を発揮す
ることができるよう、学校とと
もに支援・育成していきます。

❶国内体験活動の推進（応募型）
【区立小学校5年生】外国人宅へホームステイをする「国内
ホームステイ」や、外国人とチームを組んでミッションをク
リアしていく「国内英語謎解きまち歩き」を実施します。
※参加者の募集は、4月以降に教育委員会のすぐーるでご案内する予定です。

❷海外体験活動の推進（応募型）
【区立中学校2年生】これまでの姉妹都市（カナダ・
ウィニペグ市、オーストリア・ウィーン市、オースト
ラリア・バンバリー市）に加え、今年度からはアメリ
カ・ポートランド市との交流も開始します。
※来年度派遣生徒の募集は12月頃に区のホームページ等でご案内

する予定です。
※児童・生徒の知識・体力等に合った体験活動とするため、小学生の海外派遣は昨年度で終了しました。

❸英語教育の推進
【区立小学校５・６年生】ネイティブスピーカーとマンツーマンでオンライン英
会話を行い、外国人と会話をすることへの不安感や抵抗感の軽減、学習意
欲やスピーキング・リスニングスキルの向上を図ります。

【区立中学校全学年】外国語学習の授業や自宅学習等にお
いて、AIを導入します。また、中学１・２年生を対象に、
海外の同年代の生徒とのオンライン国際交流を行い、
実践的なコミュニケーション能力の育成を図ります。

国国際理解教育の推進際理解教育の推進
地球の一員として行動するために必要な力をつける

教員と子どもたちの余白を創り出す

若手の教員や学校現場を支援する

教科を分担することで授業の質を高める

問学校職員課 ☎5432-2960 FAX5432-3025　区HP 1830

問教育指導課
☎5432-2708 FAX5432-3041

問教育指導課 ☎5432-2708 FAX5432-3041

問❶❸教育指導課 ☎5432-2706 FAX5432-3041
❷オーストリア・オーストラリア・アメリカ派遣＝教育指導課（☎・FAX同上）
❷カナダ派遣＝文化・国際課 ☎6304-3439 FAX6304-3710
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学学校の働き方改革校の働き方改革

学学級経営支援教員の級経営支援教員の
配置配置

小小学校高学年における学校高学年における
教科担任制の導入教科担任制の導入

　現在の社会を取り巻く問題が多様化・複雑化する中、子どもたちが自分らしく歩んでいくためには、自らが課題に向き合い、判断して行動
できる力が必要です。それぞれが思い描く未来に向け、子どもたちが主体となって生き生きと学ぶことができるよう、また、より一層地域と協
働しながら教育の質と魅力を高められるよう、区立小・中学校は変わっていきます。

保護者の方の
ギモンに
お答えします主役である主役である

安心して安心して

は変わっていきますは変わっていきます

ように、ように、

がが子どもたち子どもたち
学び続けられる

世田谷の学校世田谷の学校
学び続けられる学び続けられる学び続けられる

子どもたちが経済的な状況に左右されることなく、海外体験活動等の事業に参加できる環境の充実などに活用します。
問教育総務課 ☎5432-2652 FAX5432-3028　区HP 2022

「世田谷遊びと学びの教育基金」への寄附をお待ちしています「世田谷遊びと学びの教育基金」への寄附をお待ちしています

https://www.city.setagaya.lg.jp/02058/1830.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/02028/online_tetsuzuki/2022.html



